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「
ウ
ー
・
ウ
ー
」
火
事
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
。

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
決
し
て
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
火
災
。
目
を
背
け
た
く
な
る
惨
事
。

そ
ん
な
中
、
生
命
財
産
を
守
る
た
め
戦
う
人
た
ち
が

い
ま
す
。

　

地
域
の
力
「
万
一
の
唯
一　

消
防
人
」
３
月
１
日

か
ら
全
国
火
災
予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
こ
に
携
わ
る
皆
さ
ん
の
日
頃
の
活
動

な
ど
を
紹
介
し
な
が
ら
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
「
何

が
で
き
る
の
か
」「
何
を
す
る
べ
き
か
」
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

���������	
���
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消
防
団
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時

代
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
、
江
戸
南
町

奉
行
の
大
岡
越
前
守
に
命
じ
、
町
組

織
と
し
て
の
火
消
組
で
あ
る 
店  
火  
消 

た
な 

び 

け
し

を
編
成
替
え
し
、
町
火
消
「
い
ろ
は

四
八
組
」
を
設
置
さ
せ
た
こ
と
が
今

日
の
消
防
団
の
前
身
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
火
消
組
に
「
い
ろ

は
」
等
の
名
前
を
付
け
た
こ
と
に
よ

り
、
お
互
い
の
名
誉
に
か
け
て
競
い

合
っ
て
働
く
と
い
う
結
果
が
生
じ
、

消
防
の
発
展
に
多
大
な
成
果
を
得
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
町
火
消
は
町

奉
行
の
監
督
下
に
あ
っ
た
も
の
の
、

純
然
た
る
自
治
組
織
で
あ
り
、
経
費

の
一
切
が
町
負
担
で
、
組
織
、
人
員

等
も
町
役
人
の
自
由
に
委
ね
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
も
そ
の
費
用
は
、

ほ
と
ん
ど
器
具
設
備
等
の
購
入
に
費

や
さ
れ
、
組
員
は
無
報
酬
で
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
村
落
部
の
消
防
に
つ
い

て
は
、
駆
付
消
防
が
主
で
城
下
町
の

よ
う
な
組
織
的
な
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
の
駆
付
消
防
は
、
古

く
は
「
大
化
の
改
新
」
後
の
５
戸
制

度
を
起
源
と
す
る
５
人
組
と
現
在
の

青
年
部
と
も
い
う
べ
き
若
者
組
が
当

た
り
ま
し
た
。

　

石
川
町
で
は
明
治　

年
消
防
組
規

２７

則
施
行
規
則
の
公
布
に
よ
り
石
川
村
、

中
谷
村
、
山
橋
村
、
沢
田
村
、
母
畑

村
、
野
木
沢
村
に
消
防
組
を
設
置
。

い
く
た
の
変
革
を
経
て
昭
和　

年
町

３０

村
合
併
に
よ
り
現
在
の
石
川
町
消
防

団
が
誕
生
し
ま
し
た
。

消

防

団

の

歴

史

　

右
向
け
〜
右
�　
前
へ
〜
進
め
�　
黒
い
衣
装
に
身
を
包
み
規
律
正
し
い
行
進
。
各
地
区

に
あ
る
屯
所
で
は
、
黒
い
衣
装
の
人
た
ち
が
集
ま
り
何
や
ら
…
。

　

消
防
団
に
携
わ
っ
た
方
は
ご
承
知
で
す
が
、
火
事
な
ど
の
現
場
で
事
故
な
ど
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
規
律
の
統
制
を
図
る
た
め
の
訓
練
。
火
事
や
災
害
時
に
必
要
な
装
備
品
が
破
損

し
た
り
し
て
使
え
な
く
な
る
の
を
防
ぐ
た
め
点
検
を
し
て
い
ま
す
。

　

何
の
た
め
に
？
そ
れ
は
、「
地
域
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
で
す
」

黒
い
衣
装
の
粋
　
な 

　
　
　
　
消
防
人
【
消
防
団
】

（
イ
キ
） 　

消
防
団
は
、
他
に
職
業
を
持
ち
な
が
ら

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
精
神
に
基
づ
き
地
域
の
安
全

と
安
心
を
守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
は
、
消
防
、
防
災
に
関
す
る

知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
火
災
発
生
時
に

お
け
る
消
火
活
動
、
地
震
や
風
水

害
発
生
時
に
お
け
る
救
助
・
救
出

活
動
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘
導
、

災
害
防
御
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
に
お
い
て
も
、

訓
練
の
ほ
か
、
特
別
警
戒
、
広
報

活
動
、
消
火
活
動
装
備
品
の
点
検

な
ど
に
従
事
し
、
地
域
に
お
け
る

消
防
力
・
防
災
力
の
向
上
に
お
い

て
、
た
い
へ
ん
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
役
割

▲万が一に備え消防設備の点検が１０日に１度ほど
実施される

地域と一緒に  ……………………
　私は２７歳のとき棚倉町からこの地域
に引っ越してきました。「消防団に入っ
てみないか」と言われたときは、知ら
ない人や先輩の中で不安な面もありま
した。しかし消防活動をとおして地域
とふれあい、そして仲間ができました。
　火災や天災そしてあらゆる犯罪など
から地域そして家族を守るということ
は、地域とのつながりが大切だと思い
ます。本当に消防団に入ってよかった
と思っています。

沢田分団第２部

芳賀　元春さん
▲万が一に備え消防設備の点検が１０日に１度ほど
実施される

▲規則正しく厳正に行われる出初め式
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特　　集 FEATURE ARTICLES

わ
が
町
の
消
防
署

　
「
須
賀
川
地
方
広
域
消
防
組
合
石
川
消

防
署
」
は
、　

人
の
職
員
が
一
日
ご
と
に

２８

交
替
で　

時
間
と
い
う
過
酷
な
勤
務
を
し

２４

て
い
ま
す
。
常
時　

人
程
度
が
火
事
、
事

１０

故
、
急
病
な
ど
、
ま
さ
か
の
事
態
に
備
え

万
全
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

石
川
消
防
署
が
管
轄
す
る
の
は
石
川
町

を
は
じ
め
平
田
村
、
浅
川
町
、
古
殿
町
と

広
範
囲
で
須
賀
川
消
防
署
と
並
び
、
こ
の

地
方
の
消
防
・
救
急
の
重
要
な
拠
点
に
な

っ
て
い
ま
す
。

防
火
に
対
す
る
日
頃
の
心
構
え
を

　

火
災
は
人
命
や
財
産
な
ど
、
日
常
生
活

を
一
瞬
に
し
て
灰
に
し
て
し
ま
う
と
い
う

恐
ろ
し
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
消

防
署
員
は
、
迅
速
な
消
火
や
救
出
が
で
き

る
よ
う
日
頃
か
ら
訓
練
や
点
検
を
実
施
し
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
と
め
る
仕
事
を
担

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
番
大
切
な
の
は
、

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
は
皆
さ
ん
が
身
近
な
と
こ
ろ
か

ら
、
防
災
に
対
す
る
心
構
え
を
し
っ
か
り

と
考
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、
広
報
活

動
や
講
習
会
な
ど
、
で
き
る
限
り
皆
さ
ん

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
防
署
の
仕
事

　

消
防
署
の
仕
事
は
「
火
災
の
消
火
活

動
・
事
故
現
場
か
ら
の
救
出
・
救
急
患
者

の
搬
送
」
な
ど
、
緊
急
時
だ
け
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
か
？

　

消
防
署
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
や
事
故
か

ら
人
命
を
助
け
る
訓
練
、
体
力
鍛
錬
は
も

ち
ろ
ん
、
防
火
用
水
の
利
用
場
所
や
危
険

地
帯
、
避
難
地
域
の
確
認
作
業
、
人
が
多

く
集
ま
る
場
所
の
防
災
設
備
の
点
検
や
検

査
、
車
両
や
機
材
の
点
検
、
そ
の
他
、
学

校
な
ど
で
行
わ
れ
る
避
難
訓
練
の
指
導
や

防
火
広
報
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
仕
事
を
こ

な
し
て
い
ま
す
。

▲朝８時３０分、２４時間の激務を終えて安
堵の表情と、これから始まる激務に備
えて緊張の表情が入り混じる大交替。
消防車や救急車に異常がないか確認し
次の勤務者に引き継ぎます。

人命を左右する大切な�
「救急業務訓練」

▲「高所消火訓練」
　正確さと安全、そして早さがもと
められる

　

一
日
の
仕
事
が
終
わ
り
家
路
に
つ
く
、
あ
た
た
か
い
夕
食
と
お
風
呂
、

あ
た
た
か
い
布
団
で
眠
り
に
つ
く
。

　

そ
し
て
朝
を
迎
え
、
ま
た
新
し
い
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

　

毎
日
を
平
穏
に
生
活
し
て
い
く
た
め
、　

時
間
、
私
た
ち
の
安
心
の
た

２４

め
目
を
光
ら
せ
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

石川消防署長

馬場　健二さん

消
防
署
は
眠
ら
な
い 
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春先に多い火災�こんなことに気をつけて!!
◆土手焼き安全対策を忘れずに！
発生率トップ！農地の土手焼きから火
災になるケースが多くなります。 

◆お墓参りは火の始末を
　しっかりと！
風の強い日は線香に火をつけるのを避
けましょう。 

◆料理中は細心の注意を！
着衣着火に気をつけましょう。 
火をつけたまま絶対にその場を離れな
いで。 

◆見逃せません！ストーブ火災！
ストーブの上で洗濯物を乾かさない。
就寝時はストーブを消す。 

◆たばこによる火災は
　死亡率トップ！
特に飲酒の上の寝タバコは大変危険です。 

春先に多い火災�こんなことに気をつけて!!

　「オレの家が火事だ！」「○○おじさんの家が火事だ！」という
だけの通報が実際にあるそうです。石川町から119番通報をする
と石川消防署ではなく、須賀川市にある消防本部の通信指令係に
つながります。通称や個人名だけでは場所を把握することはでき
ません。 

◆火災か？救急か？救助か？
状況を正しく把握し伝えることでその後の対処が円滑に
進みます。 

◆場所はどこなのか？
住所がわかれば一番ですが、わからない時や路上などの場
合、電柱に書いてある住所や目標建物などの確認をお願い
します。 

◆心を落ち着ける
パニックに陥ると正しい通報はできません。深呼吸を！ 

※通信指令員は様々な状況を想定し必要な質問をしますので、
知っている範囲で詳しく応えてください。 
携帯電話での通報 
携帯電話は聞き取りにくい場合や途切れてしまうことが
あります。出来れば近くの民家などで電話を借り通報して
ください。 

119番通報は落ちついて119番通報は落ちついて

▲通信指令員は様々な状況を想定し、必要な
質問をします 

▲正確な情報が素早い出動を促します 

●春先に発生した火災の原因 

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

１２月 １１月 １０月 ９月 ８月 ７月 ６月 ５月 ４月 ３月 ２月 １月 

●月別火災件数 
［単位：件］ 

［H14～17年発生火災］ 

［H14～17年 2～4月発生火災］ 

不明不明 
24%

その他その他  
12%
料理中の料理中の 
事故事故  
8%

車両車両  
8%

たばこたばこ  
8%

枯草焼き枯草焼き  
12%12%

不明 
24%

その他  
12%
料理中の 
事故  
8%

車両  
8%

たばこ  
8%

枯草焼き  
12%

たき火  
28%
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特　　集 FEATURE ARTICLES

老
人
医
療
を
考
え
る
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老
人
医
療
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
高
齢
者
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
必
要

な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、

高
齢
化
に
よ
り
老
人
医
療
費
が
急
増
し
、
国
民
医
療
費
も
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
増
え
続
け
る
医
療
費
を
国
民
全
体
で
公
平
に
負
担
し
、
私
達
の

生
活
に
不
可
欠
な
医
療
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
制
度
改
正
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
動
向

　

石
川
町
に
お
け
る
平
成　

年
度
の
老
人

１６

医
療
費
は
、　

億
５
千
７
百
万
円
で
、
前

２１

年
度
に
比
べ
９
百
万
円
増
加
し
ま
し
た
。

一
方
老
人
医
療
受
給
者
数
は
、
平
成　

年
１４

　

月
の
制
度
改
正
に
よ
る
受
給
者
の
年
齢

１０引
き
上
げ
に
よ
り
月
ご
と
に
減
少
し
て
い

ま
す
。
平
成　

年
度
末
の
受
給
者
数
が
３
、

１６

０
５
５
人
と
な
っ
て
お
り
、
平
成　

年
度

１５

末
が
３
、
１
８
１
人
で
あ
る
の
で
、
１
年

間
で
１
２
６
人
（
４
・
０
％
）
減
少
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
１
人
当
た

り
の
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
老
人
医
療
受

給
者
１
人
当
た
り

の
医
療
費
は
６
９

２
、
６
０
５
円
で

あ
り
、
対
前
年
度

比
で
４
・
４
％
の

伸
び
を
記
録
し
て

い
ま
す
。

692,605円 
平成１６年度 一人当りの医療費 

　

昭
和　

年
に
「
老
人
医
療
制
度
」

４８

が
創
設
さ
れ
、　

歳
以
上
の
高
齢
者

７０

の
自
己
負
担
金
は
無
料
と
な
り
ま
し

た
。
高
齢
者
が
医
療
を
受
け
る
際
の

経
済
的
負
担
を
減
ら
す
た
め
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に

よ
っ
て
高
齢
者
の
受
診
が
容
易
に
な

っ
た
半
面
、
行
き
過
ぎ
た
受
診
に
よ

っ
て
老
人
医
療
費
が
急
増
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
踏
ま
え
て
、
昭

和　

年
に
総
合
的
な
老
人
保
健
医
療

５８
対
策
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

現
在
の
「
老
人
保
健
制
度
」
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
各
医
療

保
険
か
ら
の
拠
出
金
で
支
え
ら
れ
て

お
り
、
国
民
全
体
で
高
齢
者
の
医
療

費
を
公
平
に
負
担
す
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
高
齢
者
も
健
康
に
対
す

る
自
覚
や
適
正
な
受
診
を
促
す
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
医
療
費
の
一
部
負
担

が
導
入
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
済
状
況
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、

平
成　

年　

月
１
日
に
制
度
改
正
を

１４

１０

行
い
現
在
の
一
部
負
担
金
と
な
っ
て

い
ま
す
。

老
人
医
療
制
度
の
歴
史
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こ
ん
な
受
診
は

や
め
ま
し
ょ
う
�

　

内
科
や
外
科
、
眼
科
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

専
門
の
治
療
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
当

然
受
診
の
回
数
（
医
療
機
関
数
）
も
多
く

な
り
ま
す
が
、
同
一
疾
病
で
２
医
療
機
関

以
上
の
受
診
、
ま
た
同
一
診
療
科
で
受
診

で
き
る
疾
病
で
も
、
疾
病
ご
と
に
異
な
る

医
療
機
関
で
受
診
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
無
駄
は
減
ら
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
日
頃
か
ら
健
康
に
気
を
配

り
、
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

大
切
に
な
り
ま
す
。

　

政
府
は
先
ご
ろ
医
療
制
度
改
革
関
連

法
案
を
閣
議
決
定
し
国
会
に
提
出
し
ま

し
た
。

　

こ
の
法
案
が
成
立
す
れ
ば
、
早
い
も

の
で
本
年　

月
か
ら
以
下
の
よ
う
な
改

１０

正
が
な
さ
れ
、
医
療
費
の
個
人
負
担
が

増
す
見
込
み
で
す
。（
下
図
参
照
）

①
本
年　

月
か
ら　

歳
以
上
で
現
役
並

１０

７０

み
所
得
の
人
（
※
注
）
の
負
担
が
２

割
�
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

②
本
年　

月
か
ら
入
院
時
の
食
費
・
居

１０

住
費
負
担
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

（
一
般
２
・
４
万
円
�
５
・
２
万
円
）

③
本
年　

月
か
ら
高
額
療
養
費
の
自
己

１０

負
担
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

④
平
成　

年
度
か
ら　

歳
以
上　

歳
未

２０

７０

７５

満
の
人
（
高
齢
受
給
者
）
の
負
担
が

１
割
�
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
化
が
加
速
す
る
将
来
に
わ
た
っ

て
、
個
人
負
担
が
増
す
こ
と
は
あ
っ
て

も
減
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
状
況
で
す
。

医
療
費
の
無
駄
を
少
な
く
し
医
療
制
度

を
維
持
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

どうなるの？

���������������������������������
��������������������������������������������

（※注）現役並み所得の人

住民税の課税所得が１４５万円以上である
方、または同じ世帯に課税所得が１４５万
円以上の７０歳以上の方（６５歳以上で老
人医療の障害認定を受けている方も含
む。）がいる方。

現役並みの所得者 2割 

一　　　　一　　　　般 1割 

現役並みの所得者 3割 

一般 

2割 
一般 

1割 

70歳以上の人の窓口負担 

現行 現役並みの所得者 2割 

一　　　　般 1割 

70歳 

改正後 現役並みの所得者 3割 

70歳 75歳 

一般 

2割 
一般 

1割 

（平成１８年１０月～） 

（平成２０年４月～） 
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始
ま
り
ま
す

介
護
予
防
が

平
成　

年
４
月
か
ら

１８

　

健
康
な
人
は
、
そ
の
ま
ま
い
つ
ま
で
も

健
康
で
生
活
す
る
た
め
に
、
高
齢
者
学
級

な
ど
で
「
筋
力
向
上
教
室
」、「
栄
養
改
善

教
室
」、「
認
知
症
予
防
の
教
室
」
等
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
の
ま
ま
で
は
、要
支
援
、要
介
護
に
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
人
は
、
そ
う
な
ら
な
い

よ
う
に
筋
力
を
向
上
さ
せ
（
筋
力
向
上
教

室
）、
栄
養
を
考
え
て
食
事
を
し
（
栄
養

改
善
教
室
）、
口
の
中
を
手
入
れ
し
（
口

腔
機
能
向
上
教
室
）、
ま
た
家
の
中
に
閉

じ
こ
も
っ
て
い
な
い
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事

に
参
加
し
、
認
知
症
予
防
の
教
室
に
通
う

と
い
う
、
新
た
な
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。▲筋肉を貯める貯筋クラブ（健康づくり事業）

現
在
石
川
町
に
は
、

現
在
石
川
町
に
は
、　

歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る

歳
以
上
の
い
わ
ゆ
る
��
高
齢
者

高
齢
者
��
が
、
が
、

６５６５

約
４
約
４
、、７
０
０
人
お
り
、
人
口
の
約

７
０
０
人
お
り
、
人
口
の
約　

％
に
な
り
ま
す
。

％
に
な
り
ま
す
。

２５２５

こ
の
こ
と
を
「
高
齢
化
率

こ
の
こ
と
を
「
高
齢
化
率　

％
」
と
い
い
、
石
川
町
の
４
人
に

％
」
と
い
い
、
石
川
町
の
４
人
に

２５２５

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
人
が
高
齢
者
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
平
成　

年
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、

年
に
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、　

歳
以
上
の

歳
以
上
の

１２１２

４０４０

方
々
が
介
護
保
険
料
を
納
め
、
そ
の
保
険
料
で
、
多
く
の
方
々

方
々
が
介
護
保
険
料
を
納
め
、
そ
の
保
険
料
で
、
多
く
の
方
々

が
在
宅
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
）、
シ
ョ
ー

が
在
宅
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
介
護
）、
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
施

ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介
護
）
施

設
入
所
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
さ
れ
る
方
は
も

設
入
所
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
さ
れ
る
方
は
も

ち
ろ
ん
家
族
の
介
護
負
担
も
軽
減
さ
れ
、
安
心
し
て
豊
か
な
生

ち
ろ
ん
家
族
の
介
護
負
担
も
軽
減
さ
れ
、
安
心
し
て
豊
か
な
生

活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

今
回
、
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
で
は
、
さ
ら
に
要
介
護
状
態
に

今
回
、
改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
で
は
、
さ
ら
に
要
介
護
状
態
に

な
る
前
の
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
る
前
の
予
防
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

元
気
を
維
持
す
る

元
気
を
維
持
す
る
介
護
予
防

介
護
予
防 
元
気
を
維
持
す
る

元
気
を
維
持
す
る
介
護
予
防

介
護
予
防 
介
護
予
防
が
始
ま
り
ま
す
！

元
気
を
維
持
す
る
介
護
予
防 



92006.03.012006.03.01

介
護
を
必
要
と
す
る
人
が

増
え
て
い
ま
す

　

介
護
が
必
要
に
な
り
、
介
護
保
険
の
要

介
護
認
定
を
う
け
る
人
の
数
が
増
え
て
い

ま
す
。
と
く
に
要
支
援
・
要
介
護
１
の
軽

度
の
人
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
な

ん
ら
か
の
原
因
で
介
護
を
必
要
と
す
る
状

態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

元
気
な
う
ち
か
ら
介
護
予
防
を
す
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
ら
ず
に
、
自
立
し

た
く
ら
し
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原
因
を
み

て
み
る
と
、
脳
血
管
疾
患
（
脳
卒
中
な

ど
）、
高
齢
に
よ
る
衰
弱
、
転
倒
・
骨
折
、

認
知
症
、
関
節
疾
患
（
リ
ウ
マ
チ
な
ど
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
い
生
活
習
慣
を
保

ち
、
脳
血
管
疾
患
を
予
防
す
る
と
と
も
に

か
ら
だ
の
機
能
の
低
下
を
ゆ
る
や
か
に
し

た
り
、
転
び
に
く
い
か
ら
だ
を
保
っ
た
り

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
な

っ
て
も
い
つ
ま

で
も
元
気
で
健

康
な
生
活
を
長

く
続
け
る
た
め

に
は
、
健
康
な

時
か
ら
介
護
予

防
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
で
す
。
適
度
な
運
動
を
し
て

転
倒
や
病
気
を
防
ぐ
な
ど
、
か
ら
だ
の
機

能
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

介
護
を
め
ぐ
る
現
状
と
、
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
原
因
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

介
護
が
必
要
に
な
る

原
因
は
？

介
護
予
防
で

い
つ
ま
で
も
元
気
！

介 護 予 防 っ て な に ？
　介護予防とは、介護が必要な状態になるのを予防し、
元気で自立した生活を保つための取り組みのことです。
　介護保険制度が５年を経ての見直しでも、今までの
サービスに介護予防の視点を入れたサービスが新たに
提供されることになり、介護予防への注目が集まって
いるところです。
　介護予防は、いま健康な人が介護を必要な状態にな
るのを予防するとともに、すでに介護をうけている人
の状態の維持・改善にも効果があることがわかってき
ています。

　

平
成　

年
度
か
ら
基
本
検
診
等
の
時

１８

に
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
・
シ
ー
ト
を
用
い
、

今
の
ま
ま
生
活
を
続
け
る
と
、
近
い
将

来
に
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
を
選
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
新
た
に
新
設
さ
れ
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
等
が
対

象
と
な
る
方
と
相
談
し
な
が
ら
、
必
要

な
介
護
予
防
の
メ
ニ
ュ
ー
を
決
め
て
い

き
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
各
種

事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
が
、
継
続

的
に
続
け
て
行
く
た
め
に
は
地
域
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　

介
護
予
防
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
と

お
し
て
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
介
護
の
要

ら
な
い
健
康
な
か
ら
だ
を
作
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

お問い合わせ先：石川町保健センター　電話26－8416

地域みんなで介護予防 地域みんなで介護予防 

ボランティアさんを募集します ボランティアさんを募集します 

食生活に偏りがあると、健康へ
の影響があることはご存知かと
思いますが、食材、調理方法の
工夫により、手軽にバランスの
とれた食生活ができる教室を開
くため、調理の協力をしてくれ
るボランティアさんを募集します。 

●内容 
献立に沿った調理 
６月から月１回 
●募集人員 
約１０名 

栄養改善教室栄養改善教室 栄養改善教室 
保健センターが中心になり６月
から３ヶ月をサイクルに教室を
実施していきます。 
教室終了後も各地区で介護予
防事業を継続していくためのボ
ランティアさんを募集します。 

●教室の内容● 
筋力向上のための運動、体操を
毎週１回、７地区で実施します。 

●事前研修● 
平成１８年度早々に、ボランティ
ア研修を行います。 

●募集人員● 
約２５名 

筋力向上教室筋力向上教室 筋力向上教室 
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●
石
川
町 

第
4
次
総
合
計
画
● 

⑤ 

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

キ
ラ
ラ
21
プ
ラ
ン

町
民
総
参
加 
Ⅴ
 
Ⅴ
 
町
民
と
共
に 

歩
む
ま
ち 　

ま
ち
づ
く
り
は
、
町
民
参
画
を
基
本
原

則
と
し
て
様
々
な
計
画
決
定
の
ほ
か
、
事

業
の
実
施
段
階
に
お
い
て
も
町
民
の
参
画

を
積
極
的
に
進
め
、
ま
た
、
町
民
に
と
っ

て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

共
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を
図
り
ま
す
。

　

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画

す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
た
め
の
男
女
平

等
意
識
の
普
及
啓
発
を
促
進
し
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備

と
支
援
体
制
を
整
え
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
形
成
を
図
り
ま
す
。

石川町合併50周年記念特集 石川町合併50周年記念特集 

�
町
民
総
参
加
の
推
進

� 
町
民
の
主
役
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り

� 
国
際
交
流
・

　
　

地
域
間
交
流
の
推
進

� 
男
女
共
同
参
画

　
　
　
　

社
会
の
形
成

　

ま
ち
づ
く
り
は
町
民
が
主
役
と
な
る
町
政
を
基
本
と
し
て
、
町
民
の
意
見
を
広

く
取
り
入
れ
積
極
的
な
行
政
改
革
の
推
進
を
図
る
と
共
に
、
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、
町
民
と
共
に
歩
む
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

�
子
ど
も
達
も
地
域
の
人
た
ち
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
学
び
ま
す

　

国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
た
め
、
外
国
青
年
招
致
事
業
や
海
外

派
遣
事
業
な
ど
の
各
種
国
際
交
流
事
業
の

推
進
を
図
る
と
共
に
、
国
際
理
解
、
平
和

に
対
す
る
町
民
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
各

分
野
で
の
国
際
交
流
の
支
援
、
推
進
体
制

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
が
石
川
町
を
再
確
認
し
郷

土
に
愛
着
と
誇
り
が
持
て
る
よ
う
他
町
村

と
の
交
流
を
図
り
ま
す
。

�
国
際
的
な
視
野
を
備
え
た
人
材
を
育
成
し
ま
す
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�
開
か
れ
た
行
政
の
推
進

　

情
報
通
信
技
術
の
急
速
な
進
展
に
伴
い
、

全
て
の
町
民
が
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
多
様
な

情
報
が
入
手
で
き
る
よ
う
、
地
域
情
報
化

の
整
備
を
図
る
と
共
に
、
行
政
の
情
報
化

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

� 
情
報
化
の
推
進

�
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
地
域
情
報
化

�
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌
・
行
政
だ
よ
り
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す

� 
財
政
運
営

� 
広
域
行
政
・

　
　
　

市
町
村
合
併
の
推
進

� 
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

町
民
に
的
確
な
情
報
を
提
供
し
町
政
に

対
す
る
理
解
を
得
る
た
め
、
情
報
公
開
条

例
の
制
定
や
積
極
的
な
広
報
活
動
に
努
め
、

ま
た
、
町
民
の
意
見
、
要
望
を
町
政
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
広
聴
活
動
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

▲町づくり懇談会では活発な意見が飛び交う

�
効
率
的
な

　

行
財
政
運
営
の
推
進

� 
行
政
運
営

　

町
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
行
政
改
革
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
合
理

的
な
行
政
運
営
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が

著
し
い
こ
と
や
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
新
庁
舎
の
建
設
を

広
域
行
政
の
進
展
を
見
極
め
な
が
ら
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

�
一
元
化
が
求
め
ら
れ
る
窓
口
業
務

　

地
方
財
政
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
地
方
分
権
一
括
法
が

成
立
し
、
自
治
体
は
、
自
主
的
な
行
政
を

担
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
効
率
的

財
政
運
営
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
バ

ラ
ン
ス
シ
ー
ト
及
び
事
業
評
価
制
度
な
ど

の
導
入
を
図
り
、
経
常
経
費
の
抑
制
及
び

自
主
財
源
の
確
保
に
よ
り
財
政
の
健
全
化

に
努
め
ま
す
。

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
、
周
辺
市
町
村
と
の
連
帯

を
強
化
し
広
域
的
な
交
通
・
情
報
網
の
整

備
に
努
め
、
広
域
的
視
野
に
立
っ
た
ま
ち

づ
く
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
行
財

政
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た
め
、
市
町
村

合
併
を
視
野
に
入
れ
た
広
域
行
政
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

 
平
成　

年
４
月
号
か
ら
一
年
間
に
わ

１７

た
り
連
載
し
ま
し
た
、「
石
川
町
合
併

　

周
年
記
念
特
集
」
は
今
回
で
終
了

５０い
た
し
ま
す
。



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
１
月
２５
日
、勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
石
川

地
区
聴
覚
障
害
者
部
会（
添
田
正
活
会
長
）と

町
と
の
懇
談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

　
災
害
時
の
聴
覚
障
害
者
へ
の
連
絡
方
法
検
討

や
避
難
場
所
の
指
定
、公
的
な
手
話
通
訳
者
の

養
成
、登
録
、派
遣
な
ど
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 

 

　
町
か
ら
は
大
規
模
災
害
時
の
避
難
誘
導
に
あ

た
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
活
用
や
、消
防
団
に
よ
る
各
戸
避
難

誘
導
を
対
応
す
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 

災
害
時
の 

連
絡
網
充
実
を 

７１
人
を
表
彰 

石
川
町
体
育
協
会
表
彰
式 

指
定
文
化
財
を
守
り
ま
す 

文
化
財
防
火
デ
ー 

平
成
１８
年
９
月
に 

大
臣
旗
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を 

　
１
月
２６
日
、石
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、文
化
財

防
火
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
町
内
の
指
定
文
化
財
の
査

察
を
行
い
ま
し
た
。 

 

警
察
署
員
２
名
、消
防
署
員
２
名
、消
防
団
員
２

名
、県
文
化
財
保
護
指
導
員
１
名
、町
文
化
財
保

護
指
導
員
４
名
、教
育
委
員
会
担
当
職
員
２
名
が

防
火
体
制
の
現
状
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
査
察
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

▼
谷
地
千
手
観
音
立
像
▼
北
山
形
の
福
満
虚

空
蔵
堂
▼
華
蔵
寺
の
銅
鐘
▼
乗
蓮
寺
の
銅
鐘
▼

薬
王
寺
の
薬
師
堂
及
び
仏
像
▼
石
都
々
古
和

気
神
社
の
鰐
口
及
び
文
書 

　
１
月
２７
日
、石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
、石

川
町
体
育
協
会（
岡
崎
重
春
会
長
）の
平
成
１７

年
度
表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

　
今
年
も
幅
広
い
分
野
で
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
、

普
及
に
尽
力
さ
れ
た
７１
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
普
及
賞
・
南
條
武
義
さ
ん（
ス

ケ
ー
ト
）▼
優
秀
指
導
者
賞
・
舘
脇
一
弘
さ
ん（
陸

上
競
技
）、新
方
浩
二
さ
ん（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）、遠

藤
勇
喜
さ
ん（
ス
ケ
ー
ト
）▼
最
優
秀
選
手
賞
・
我

妻
敏
さ
ん（
自
転
車
競
技
）
、野
内
千
秋
さ
ん（
空

手
道
）▼
優
秀
賞
・
５３
人
▼
少
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・

１２
人 

　
１
月
２６
日
、町
長
室
で
第
４０
回
経
済
産
業
大
臣
旗
全
日

本
実
業
団
対
抗
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
開
催
要

請
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

　
平
成
１８
年
９
月
３
日
に
行
わ
れ
る
同
大
会
は
、実
業
団

自
転
車
ロ
ー
ド
競
技
の
最
高
峰
と
も
い
え
る
大
き
な
大
会

で
す
。こ
の
日
は
、全
日
本
実
業
団
自
転
車
連
盟
　
南
昌

宏
事
務
理
事
ら
が
訪
れ
、「
石
川
町
・
浅
川
町
特
設
コ
ー

ス
は
距
離
、ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
共
に
す
ば
ら
し
い
、記
念
す
べ

き
４０
回
大
会
を
ぜ
ひ
こ
の
地
で
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

　
ま
た
、今
年
度
で
５
回
目
と
な
る
全
日
本
実
業
団

サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
ｉ
ｎ
石
川
も
同
会
場
で
７

月
１６
日（
日
）行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
戦
を
。 

12 2006.03.012006.03.01



　
１
月
２０
日
、中
央
公
民
館
で「
子
供
安
全
確
保
に
係
る
合
同
会
議
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
昨
今
、多
発
す
る
子
供
が
巻
き
込
ま
れ
る
凶
悪
犯
罪
を
防
ぐ
た
め
、町

民
み
ん
な
で
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
こ
う
と
防
犯
団
体
、学
校
関
係
者

な
ど
約
６０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

　
会
議
で
は
、学
校
で
の
取
り
組
み
や
安
全
・
安
心
石
川
キ
ラ
ラ
隊
、沢
田

地
区
子
ど
も
安
全
見
守
り
隊
の
活
動
現
状
報
告
そ
し
て
教
育
関
係
、町
関

係
の
今
後
の
取
り
組
み
、石
川
警
察
署
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
行
わ

れ
、最
後
に
町
民
の
皆
様
へ
の
ア
ピ
ー
ル
文
を
採
択
し
石
川
町
防
犯
指
導

隊
　
藤
澤
均
隊
長
が
読
み
上
げ
ま
し
た
。 
 

「
み
な
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」 

 

１
　
地
域
の
子
ど
も
は
、地
域
で
守
る
た
め
の
連
帯
意
識
を
強
め
ま
し
ょ
う
。 

 

２
　
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
、愛
の
一
言
を
常
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

 

３
　
不
審
者
等
の
情
報
は
、敏
速
に
通
報
し
ま
し
ょ
う
。 

 

４
　
関
係
団
体
や
関
係
機
関
の
連
携
を
一
層
密
接
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

地域の子どもは 
　　　地域で守る 
地域の子どもは 
　　　地域で守る 
子供の安全確保に係る合同会議を開催 
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3月 ●March

保健センター
勤労青少年ホーム

老人福祉センター

中島病院

ひらた中央病院
保健センター

保健センター

中島病院
老人福祉センター

町県民税申告相談会最終日
所得税確定申告期限
離乳食教室（９：１５～）
ねんきん相談
　（郡山社会保険事務所）（１０：００～）
心配ごと相談（弁護士相談）・
結婚相談（１０：００～）

在宅当番医

春分の日
在宅当番医
１歳児健診（９：３０～）
町内小学校卒業式
３歳児健診（１３：００～）

在宅当番医
心配ごと相談（１０：００～）

�

�

�

�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�

15
　
　
16

17

18
19
20
21
　
22
23

24
25
26
27
28

石 川 町 3 ～ 4 月 の 主 な 予 定

4月 ●April
クリスタルパーク石川

鹿岡産婦人科医院

保健センター

中島病院

保健センター

保健センター

保健センター

第１１回東日本高校強化

　ハンドボール大会（～２日）

在宅当番医

１歳６ヶ月児健診（１３：００～）

町内小中学校入学式

春の全国交通安全運動

在宅当番医

ひまわり教室・２歳児教室

（９：３０～）

ポリオ投与（１２：３０～）

３～４ヶ月児健診（１３：００～）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

1

2

3

4

5

6

　

7

8

9

10

11

12

　

13
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職
業
▽
理
学
療
法
士
と
し
て
主
に
脳
卒

中
や
骨
折
な
ど
の
患
者
に
対
し
運
動
療

法
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

仕
事
で
す
。
対
人
関
係
を
主
と

す
る
内
容
な
の
で
と
て
も
や
り

が
い
が
あ
り
ま
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

仕
事
の
面
で
は
、
知
識
や
経
験

を
身
に
つ
け
患
者
さ
ん
や
家
族

の
人
た
ち
に
広
く
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
４
人
授
か
り
、
孫
が

９
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を

５０

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
１
月
に
結

３１

婚
、
田
畑
を
耕
作
し
食
糧
増
産
、

そ
し
て
乳
牛
の
飼
育
に
力
を
そ
そ
ぎ
ま

し
た
。
幸
い
二
人
と
も
健
康
に
恵
ま
れ

が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
近

田
畑
が
荒
れ
る
の
を
見
て
い
る
と
寂
し

く
な
り
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

カ
ラ
オ
ケ
と
旅
行
で
す
。

住所／山形字兎田

小湊　　洋さん (６８歳 )
　　ミドリさん (６８歳 )
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��������������

�
�
�

字当町

小豆畑　健さん
（２７歳）

ン
の
概
念
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
努
力
し
た
い
で
す
。
私
生
活
で
は

「
一
国
一
城
の
主
」
で
す
。

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か

子
供
の
姿
が
多
く
見
る
こ
と
の

で
き
る
少
子
化
の
影
響
が
な
い

町
で
す
。（
例
え
ば
子
ど
も
一
人
当
た

り
○
○
円
の
補
助
金
が
も
ら
え
る
な

ど
。）

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

思
い
や
り
が
あ
っ
て
夢
を
持
っ

て
い
る
人
。

次
回
は
、
小
豆
畑
さ
ん
の
紹
介
で

増
子　

恵
さ
ん
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

石
尊
山
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

そ
し
て
今
出
川
沿
い
の
桜
並
木

が
好
き
で
す
。
他
町
村
に
は
な
い
す
ば

ら
し
い
景
観
で
す
。
年
に
一
度
の
花
見

の
季
節
、
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
り
楽

し
め
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
お
願
い
し

ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
あ
る
農
産

物
な
ど
の
特
産
品
を
活
か
し
て
、

農
業
関
係
は
も
ち
ろ
ん
町
全
体
の
活
性

化
を
は
か
り
、
若
者
が
振
り
向
く
町
づ

く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

緑川ひかるちゃん
平成１５年３月１１日生まれ

長谷川結生    ちゃん
ゆ　う

平成１６年４月３０日生まれ
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双
里
字
谷
津
）
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第12回 あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
山形県の最南端、母なる川「最上川」の
源、吾妻連峰の裾野に広がる約人口９万
１千人山形県米沢市です。
米沢は、鎌倉時代にこの地に地頭がおか
れて以来、伊達氏２１２年、上杉氏２７２年と
続いた城下町です。中でも、「独眼竜政
宗」として戦国の世に名を馳せた「伊達
政宗」が米沢城で生まれ２４歳までの多感
な青年期を過ごしたことは、ＮＨＫの大
河ドラマでご存知の方も多いと思います。
産業面では「舘山りんご」「米沢牛」「米
沢鯉」など特色ある農畜産物が生産され
ています。
◆いつ、石川町に来ましたか
　昭和５１年に来ました。
◆石川町の印象は
　米沢は雪が多く、冬は空がどんよりと
していました。石川町は１年中、星がき
れいで、気候もよく住みやすい地域だと
思います。また、春の桜の美しさは他の
名所に負けないと思います。
◆みんなに望むことは何ですか
　観光に力を入れ、他の地域から人が集
まるような町づくりをお願いします。ま
た小さい子どもや親たちが集まれる公園
や施設がほしいと思います。

山
形
県
米
沢
市 

た
ち
は
、
平
成
４
年
に
長
寿
会

で
民
舞
の
ダ
ン
ス
教
室
と
し
て

始
ま
り
、
平
成　

年
４
月
か
ら
は
フ
ラ

１３

ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
ま
す
。

　
　

人
の
メ
ン
バ
ー
が
元
気
に
健
康
増

２０
進
、
仲
間
づ
く
り
に
楽
し
く
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
年
に
数
回
行
わ
れ
る
発
表
会

や
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
の
交
流
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

み
ん
な
で
か
ら
だ
を
動
か
し
、
お
し

ゃ
べ
り
を
す
る
こ
と
で
ボ
ケ
防
止
、
介

護
予
防
な
ど
元
気
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
も
大
歓

迎
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
度
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日　

時　

毎
週
月
曜
日　

９
時　

分
〜

３０

会　

費　

月
６
０
０
円

場　

所　

中
央
公
民
館

連
絡
先　

小
川　

薫

電　

話　
　

―
０
７
２
０

２６ 募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

ふるさと踊り

▲おそろいの衣裳に身をつつみ気合いが入ります

�
楽
し
い
練
習
風
景

私

塩沢字大日向塩沢字大日向

円谷 昭子円谷 昭子さんさん
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中
央
公
民
館
事
業
「
ぼ
く
も
わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
で
は
、
２
月
４
日
（
土
）
町
内
の
小
学
生

　

名
が
参
加
し
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
に
挑

１９戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
初
心
者
と
経
験
者
に
分
れ

て
、
講
師
の
先
生
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
指
導
を
受
け
ま
し

た
。
経
験
の
あ
る
子
ど
も
達
は
、
リ
フ
ト
に
乗
っ
て

傾
斜
の
あ
る
と
こ
ろ
で
練
習
を
し
ま
し
た
。
経
験
が

あ
る
だ
け
皆
上
手
に
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
ス
キ
ー
に
挑
戦
す
る
子
ど
も
達
は
、
最
初
、

重
い
ス
キ
ー
靴
と
長
い
板
に
戸
惑
い
、
思
う
よ
う
な

動
き
が
で
き
ず
に
転
ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
上

達
は
早
く
、
帰
る
頃
に
は
見
違
え
る
ほ
ど
う
ま
く
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
ス

キ
ー
の
楽
し
さ
を
十
分
満
喫
し
た
よ
う
で
、
ま
た
挑

戦
し
た
い
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

第12回

　進学や就職、進級、人事異動など、今までと違
う生活をスタートさせたり、その準備に追われて
いたりということが多い時期です。新しい生活に
は夢と希望だけでなく、不安やプレッシャーなど
精神的なストレスを感じることがたくさんあると
思います。
　元気な心が毎日のストレスをたまりにくくして
くれますが、心を元気にするためには食べ物が大
きく関わっています。

◎ストレスに弱い⇒ビタミンＣやＢ群の食べ物が
足りない。……（果物、イモ類、緑黄色野菜、豚
肉、レバー、魚類、ナッツ類）
◎イライラしやすい⇒カルシウム、鉄、マグネシ
ウムの多い食べ物が足りない。……（緑黄色野菜、
肉類、小魚、牛乳・乳製品、豆類、海藻、ナッツ
類）
　
　この他に「清涼飲料をたくさん飲む」「甘い菓
子やスナック菓子をたくさん食べる」「朝食抜き」
「インスタントラーメンなど加工食品の食事が多
い」「肉料理をたくさん食べ野菜をほとんど食べ
ない」などが心に悪い影響を与えています。（結
果として足りない食べ物を作っています）
　元気なストレスに負けない心は、朝食をきちん
と食べ、主食・主菜・副菜のある食事で作られま
す。現在の食生活をもう一度見直し、心と体が元
気な毎日を送れるようにしたいものです。

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼくくくくくくくくくくくくくくももももももももももももももわわわわわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたたたたたししししししししししししししももももももももももももももチチチチチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャャャャャーーーーーーーーーーーーーーぼくもわたしもチャレンジャー

④

 
三
芦
城
跡 
・

み
よ
し
じ
ょ
う
あ
と

 
石
都
々
古
和
気 

い

わ

つ

つ

こ

わ

け 
神
社 

じ
ん
じ
ゃ

 　

石
川
氏
の
本
城
で
あ
っ
た
三
芦
城
跡

は
、
中
心
部
の
三
方
が
急
な
が
け
で
西

北
が
空
濠
で
区
切
ら
れ
た
山
城
で
す
。

本
丸
跡
に
は
石
都
々
古
和
気
神
社
が
あ

り
、
応
永　

年
（
１
４
２
３
年
）
銘
の

３０

銅
製
鰐
口
（
県
指
定
文
化
財
）
が
納
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

宝
物
を
さ
が
し
て
〜
で
は
、
皆
さ
ん
の
情
報
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行

待
ち
し
て
い
ま
す
。
隠
れ
た
名
所
・
場
所
・
行

事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物

事
・
人
・
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
秘
密
の
宝
物

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

な
ん
で
も
結
構
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▲入口です、さあ登るぞ！

�
参
道
に
は
所
々
自
然
石
が

�
木
々
の
す
き
間
か
ら
町
並
み
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▲やっと頂上。堂々とした本殿が　迎えてくれます。

「スキーに挑戦」

下
泉



172006.03.012006.03.01

こんにちは
赤ちゃん

（平成１８年１月１日～１月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名
長谷部　 陽  （保・洋子） 沢井

はるか

水野谷　 優  （悟・真理子） 沢井
ゆう

柳沼　 貞夢  （大樹・啓江） 中野
てぃむ

鈴木　 優花  （晃・千恵子） 新町
ゆうか

藤田　 陽菜  （正浩・幾子） 双里
はるな

添田　 和愛  （和博・由佳里） 北山
のあ

郷　　 柑奈  （隆弘・美和） 大字新屋敷
かんな

近内　 花恋  （忠史・祐子） 中野
かれん

高原　 聖矢  （光聖・亜矢子） 山形
せいや

�����������

������������

医療費を大切に使いましょう 

かかりつけ医を持ちましょう 
 　家族全員の総合的な健康管理や体調の相談な
どきめ細かな対応をしてもらえます。相談や質
問のしやすい、かかりつけ医を持ち、信頼を置
いてその指示に従いましょう。 
重複受診をやめましょう 
 　同じ症状でいくつものお医者さんにかかるの
はやめましょう。病院を変えるとまた初診料を
支払い、同じような検査や処置が繰り返され、
費用だけでなくからだにとっても負担になります。 
診療時間内の受診を心がけましょう 
 　休日や診療時間外の診療は、緊急の場合など
やむをえない場合以外は避けましょう。体調が
悪ければ早めに時間内に受診しておきましょう。 
定期的に健康診断を受けましょう 
 　病気の早期発見・治療は、病気が重症化する
前に適切な治療が受けられ、医療費の増加も抑
えられます。 
生活習慣を改善しましょう 
 　悪い生活習慣を改めることで、生活習慣病を
予防し、健康的に医療費を節約しましょう。 

　医療費は、近年増加傾向が続いています。 
　どのようなことが医療費を増やす原因になってい
るかを理解し、医療費を大切に使いましょう。 
 

 【医療機関へのかかり方】 
 　同じ症状でいくつもの医療機関にかかると医療
費がかさみます。 

 【生活習慣病の増加】 
 　生活習慣病は治療に長い期間がかかるため、医
療費がかさみます。 

 【社会の高齢化】 
 　医療を受ける回数や期間が長い高齢者が増え、
医療費が増えています。 

 【医療技術の進歩】 
 　新しい医療機器や薬が開発されたことで、これ
まで治療が難しかった病気も治すことができる
ようになりましたが、治療にかかる費用も増え
ています。 

 なぜ医療費が増えているのでしょう？ 

1

2

3

4

5

 医療費を大切に使うためには？ 

おくやみ
住 所　 氏　 名　

 添田トヨ子 形　見
 �牧　タカ 新　町
 関根　嘉壽 母　畑
 滝川　正年 中　田
 円谷　マサ 南山形
 小林　佐吉 北　町
 関口　秋平 中　野
 迎　一郎 谷　沢
 藤島　�子 双　里
 大野　ミチ 母　畑
 笹島　朝光 坂　路
 矢内タツヱ 南山形
 添田　貞嘉 北　山
 木戸　榮治 猫　啼
 遠藤　ヨネ 新屋敷
 十文字孝夫 大　室
 円谷　シナ 中　野
 角田　ウラ 谷　沢
 鹿岡　清治 南　町
 塩沢　勘治 南山形
 曲山　トヨ 塩　沢
 添田　ヤイ 北山形
 十文字荘作 南山形



表紙の写真

ふるさとの花だより 

あつき まひろ 

小さな美術館 ●第228回  
　沢田児童館 

施設の紹介

編集後記
　私も昨年まで長きに渡り消防
団でお世話になっていました。こ
れからの時期は、火事が多く嫌な
季節でした。消防署、消防団の皆
さんも気苦労が多いことだと思
います。しかし、消防団が終わっ
てからもサイレンがなると「ドキッ」
としてしまいます。今思うと出動
は嫌だから「ドキッ」としたわけで
はなく火事の悲惨さ、家族の悲しみ、
周囲の苦労などいろいろな事を
見てきたからだと思います。この
気持ちは一生忘れず残るものと
思っています。　　　（吉田知克） 

　春の七草のひとつで、「ゴギョウ」とも呼ば
れています。古くは，餅につきこまれて食され
ましたが、次第に「ヨモギ」にとって代わられま
した。畑地や道端などに普通に見られる植物で、
春先に黄色の小さな花を多数咲かせます。 

 （写真提供／関根政信さん） 

　第二保育所に通う山崎和紀（かずき）さん。祖
父の光一さん祖母のミチさんです。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

コシオガマ（ゴマノハグサ科） 

【左上段】１月１５日、旧小学校グラウンドで
行われた南町子ども育成会によるどんど焼
きの様子です。 
【右下段】２月３日、第２保育所で初老の皆
さんによる、豆まきが行われました。 

町の人口

郷　　温稀さん（6歳）
　ジャックが木を切っているとこ
ろをかきました。 

浅道　昌洸さん（6歳）
　大男が豆の木をおりてくると
ころをかきました。 

お
はなし大好き!

!「ジャ
ックと豆の木」

　恵まれた自然環境の中、５３名の子ども達がフープ回しや竹馬、なわとび等を楽しみ、元気にすくす

くと育っています。 

18,761人（－  0） 

（  ）内前月比 

●2月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,151人（－  3） 
9,610人（＋  3） 
5,606戸（＋11） 

＋ 
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